
  

 

 

 

「自ら学び 高め合い 挑戦する生徒の育成」               校 ⾧ 山下 慎一 
 

木々や草花が少しずつ芽吹き始め、東千歳も春の陽気を感じるようになりました。子どもたちのやる気に満ち
あふれた始業式、新入生の笑顔が見られた入学式、どちらも素晴らしいスタートとなりました。    
今年度の重点目標「自ら学び 高め合い 挑戦する生徒の育成」の達成に向け、我々教職員は、「学習指導の充
実」「生徒指導の充実」「特別活動の充実」「学校と保護者・地域の連携、協働」の４つの視点で、子どもたちの主
体的な学びを支援してまいります。 
 
 先日、退勤時に職員がグランドをじっと見ていたので、声をかけたら「鹿がいます。」という答えでした。たし
かに、校舎のすぐそばにある柏の木（※本校のシンボル的な木です。校歌にも出てきます）の下に５頭の鹿がお
り、枯れ草を食べていました。そのうち立派な角が生えた雄鹿は我々の存在に気づき、他の鹿が草を食べている
間、ずっとこちらを向いて警戒していました。私としばらくにらみ合った数分後には、５頭の鹿は林の中に消え
ていきました。この鹿は、おそらくこの群れの⾧です。中には小鹿もいましたが、この群れを率いて越冬したの
でしょう。 
 

今年、千歳市では空港開港１００年を迎え、様々な記念事業が予定さ
れています。その空港の原点は、大正 15 年 10 月 22 日、当時の千歳村
の住民が勤労奉仕で無償の汗を流し、原野に１本の着陸場を造成して、
小樽新聞社（現在の北海道新聞社）所有の「北海１号」が着陸したこと
に始まるそうです。当時の人々の熱い思いが受け継がれ、今や年間約２
４６０万人が利用する国内有数の国際空港へと発展したことに感動を
覚えます。 

本校も今年で開校７４周年を迎えます。東千歳中学校生徒として、そ
して千歳市民として、子どもたちには、その伝統と誇りを胸に邁進して
ほしいと願っています。 
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